
がん治療について、幅広く実践的に学べる3日間。

うめきたキャンサーフォーラム

グランフロント大阪「うめきたSHIPホール」
JR大阪駅中央北口から徒歩すぐ（「うめきた広場」横）

会場

11月17日（金）～19日（日）

～放射線治療ってなんなん？～
11月17日（金）～19日（日）にかけて開催される「日本放射線腫瘍学会
（JASTRO）第30回学術大会」を記念し、がん治療について様々な
角度からせまる講座、講演、講習会を開催します。

各日
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南館

1962年生まれ。東京都出身。学習院大学法学部中退。テレビ、ラジオ番
組で司会者、コメンテーターとして活躍する他、知性派タレントとしてク
イズ番組などへの出演機会も多い。2010年暮れに脳梗塞を発症。さら
に12年には両胸に発症した初期の乳がんの手術を受けた経験から、講
演会や情報番組で、検診の大切さや経験したことを伝えている。

麻木久仁子さん
1978年アメリカ・ロサンゼルスで生まれ、大阪阿倍野で育つ。2001年同
志社大学文学部英文学科卒業。同年毎日放送入社。11年毎日放送退
社、フリーへ転身。NEWS ZEROキャスターを経て、ニュースを伝える
他、大勢の政治家、著名人、ハリウッド俳優らへインタビュー、国内外の
取材多数。コミュニケーションなどに関する講演活動も行う。

八木早希さん
1962年生まれ。東京都出身。学習院大学法学部中退。テレビ、ラジオ
組で司会者、コメンテーターとして活躍する他、知性派タレントとして
イズ番組などへの出演機会も多い 2010年暮れに脳梗塞を発症 さ

麻木久仁子さん

さら
、講

1978年アメリカ・ロサンゼルスで生まれ、大阪阿倍野で育つ。2001年同
志社大学文学部英文学科卒業。同年毎日放送入社。11年毎日放送退
社、フリーへ転身。NEWS ZEROキャスターを経て、ニュースを伝える
他、大勢の政治家、著名人、ハリウッド俳優らへインタビュー、国内外の
取材多数。コミュニケーションなどに関する講演活動も行う。
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■プログラム

第
1
部

講
演

第
2
部

●パネリスト 麻木久仁子さん（タレント）
西村恭昌先生（公益社団法人日本放射線腫瘍学会前理事長、近畿大学）   
一上由華氏（市立豊中病院　がん放射線療法看護認定看護師）
天野慎介氏（一般社団法人グループ・ネクサス・ジャパン理事長）　

●司会 八木早希さん（フリーアナウンサー）

①「大阪府のがん対策の取り組みについて」 田中修氏（大阪府健康づくり課長）
②「最先端がん治療施設 in Osaka」
松浦成昭先生（地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター総長）　　　
溝江純悦先生（公益財団法人大阪国際がん治療財団 大阪重粒子線センター＜仮称＞センター長）
黒岩敏彦先生（大阪医科大学教授・一般社団法人関西BNCT医療センター長）  

● ディスカッション司会　八木早希さん

●テーマ

～患者、家族、看護師、医師の視点から、がん治療および
放射線治療に関するテーマで討論いただきます～

「がん治療と私 ～それぞれの視点から～」

～がん治療の最新情報をお届けします～

13：00～14：30

14：45～16：45

11月17日
開場／12：15　開演／13：00
終了／16：45（予定）

日時 金
応募方法

●はがき
〒530-8612
日本郵便（株）大阪北郵便局
私書箱191号　朝日新聞大阪本社
メディアビジネス局
「うめきた1117市民公開講座」係
●ＦＡＸ
06-6231-9029（うめきた1117市民
公開講座参加希望と明記してください）

●インターネット
https://que.digital.asahi.
com/epost/  

はがき、FAX、インターネットのいずれか
でお申し込みください。①郵便番号②住所
③氏名④年齢⑤性別⑥職業⑦電話番号⑧
参加希望人数（1件につき2人まで）⑨パネ
リストや講師に聞きたいことを明記し、い
ずれかの方法でお送りください。
※応募者多数の場合は抽選。当選の発表は参加証の発送
をもって代えます。※車いすでご来場の場合は、その旨を
明記してください。※今回お申し込みいただきました個人
情報は、朝日新聞社が取得し、本イベントに関する招待状
発送やフォロー及び 、 各種ご案内の送付などに使用いたし
ます。また、イベント当日、受付業務を担当する株式会社
コングレも使用いたします。

朝日イーポスト

市民公開講座 定員

150人
がん治療経験を持つ麻木久仁子さんのお話や、最新治療の情報を通して、
「がんとの付き合い方」へのヒントを得られる1日です。

応募方法

●はがき
〒530-8612
日本郵便（株）大阪北郵便局
私書箱191号　朝日新聞大阪本社
メディアビジネス局
「うめきた1118特別講演と
音楽の集い」係

●ＦＡＸ
06-6231-9029（うめきた1118特別
講演と音楽の集い参加希望と明記してください）

●インターネット
https://que.digital.
asahi.com/epost/  

はがき、FAX、インターネットのい
ずれかでお申し込みください。①郵
便番号②住所③氏名④年齢⑤性別
⑥職業⑦電話番号⑧参加希望人数
（1件につき2人まで）⑨講師に聞き
たいこと⑩午後の部「音楽の集い」
に参加する・しない　を明記し、い
ずれかの方法でお送りください。な
お車いすでご来場の場合は、その旨
を明記してください。

朝日イーポスト

11月18日日時
土

午前の部／開場／ 9：15　開演／10：00　終了／11：45（予定）
午後の部／開場／13：00　開演／13：30　終了／15：45（予定）

特別講演と
音楽の集い

特
別
講
演

午
後
の
部 ①オーケストラ演奏会（13：30～14：30）JASTROオーケストラの皆さま

②イングリッシュハンドベル　～コンサート＆体験～（14：45～15：45）
　ベルリンガーズ Leneの皆さま

音
楽
の
集
い※

希
望
者
の
み

JASTRO音楽の集い
～秋の午後、美しい音楽の調べにひたってみませんか～

特
別
講
演

■プログラム

午
前
の
部

●テーマ「大人のためのがん教育 」
～がん、放射線治療をより深く
　知っていただくためのセミナーです～
・「がんってどんなん？」中川恵一先生（東京大学准教授）
・「放射線治療ってなんなん？」鈴木修先生（大阪大学 寄附講座准教授）　

10：00～11：45

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆舞台転換のため一度会場をご退出いただきます◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

13：30～15：45

定員

150人

11月19日日時 日
午前の部／10：00～11：35（開場 9：15）
午後の部／13：00～14：35（開場12：15）

応募方法

●はがき
〒530-8612
日本郵便（株）大阪北郵便局
私書箱191号　朝日新聞大阪本社
メディアビジネス局
「うめきた1119講習会」係
●ＦＡＸ
06-6231-9029
（うめきた1119講習会参加希望と明記してください）

●インターネット
https://que.digital.
asahi.com/epost/  

はがき、FAX、インターネットのい
ずれかでお申し込みください。①郵
便番号②住所③氏名④年齢⑤性別
⑥職業⑦電話番号⑧参加希望人数
（1件につき2人まで）⑨参加希望時
間（午前もしくは午後）と聞きたい
テーマ（AもしくはB）※午前午後両
方に参加し、テーマA・Bの両方を
聞きたい場合は「終日参加」と明記
してください⑩メディカルスタッフ
に聞きたいことを明記し、いずれか
の方法でお送りください。なお車い
すでご来場の場合は、その旨を明記
してください。

朝日イーポスト

大阪国際がんセンターのメディカルスタッフ（看護師、理学療法士、言
語聴覚士、臨床心理士、管理栄養士、歯科衛生士）による、実践的なが
ん治療の講習会です。

がんと上手に
つきあう方法

プロ直伝

～栄養管理と痛みのケア～

※午前の部（10：00～11：35）、午後の部（13：00～14：35）ともに同内容で実施します。お申し込みの際は、参加希
望時間（午前もしくは午後）と、聞きたいテーマ（テーマAもしくはテーマB）を選んでください。午前と午後両方に参加
し、テーマAとテーマBの両方をお聞きいただくこともできます。

■プログラム

テーマA

テーマB

「元気に食べよう」
「痛みにさようなら」

口腔ケア・栄養
言語リハビリについて 

皮膚ケア・心理ケア
疼痛ケアについて

定員

240人
午前の部120人
午後の部120人

応募締め切り

11月1日（水）
必  着

応募締め切り

10月25日（水）
必  着

応募締め切り

11月1日（水）
必  着

日本放射線腫瘍学会第30回学術大会　

お問い合わせ：うめきたキャンサーフォーラム事務局℡06・6201・8302（平日10時～17時） ※応募者多数の場合は抽選。当選の発表は参加証の発送をもって代えます。　※今回お申し込みいただきました個人情報は、朝日新聞社が取得し、本イベントに
関する招待状発送やフォロー及び 各種ご案内の送付などに使用いたします。また、イベント当日、受付業務を担当する株式会社コングレも使用いたします。

主催：日本放射線腫瘍学会第30回学術大会　共催：多様な新ニーズに対応する｢がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)｣養成プラン『ゲノム世代高度がん専門医療人の養成』　後援：朝日新聞社メディアビジネス局、日本対がん協会
協賛：日本アキュレイ株式会社、株式会社バリアン メディカル システムズ、メンリッケヘルスケア株式会社、株式会社スヴェンソン、株式会社JTB西日本　協力：ブレストケア京都株式会社、テルモ・ビーエスエヌ株式会社、サンスター株式会社


